
見守りセンサーを導入することで、介護する側の仕事が
効率化され、利用者へのより充実したケアが可能になります。

1. 取得したデータを、職員の業務負荷軽減に活用

活用事例

夜間巡視の負荷が増加しているが、人を募集しても集まらない、定着しない。

夜間巡視の負荷が改善

夜勤者1人（年間約300万円）の削減に！

30回導入前

導入後 0回

睡眠の質を比較することで、睡眠導入剤変更後の利用者の変化に気づくことができた。
経験の浅いスタッフでも、看護師・医者に相談する際のデータの一つとなった。

一覧画面で利用者の状態を把握、
優先順位をつけて巡視を効率化

巡視の効率化、入居者からも
「安心して睡眠できる」との声をいただく

普段の睡眠 睡眠導入剤変更 

日中は活動・レムノンレムを繰り返す
良好な睡眠

明らかに睡眠のリズムが乱れている

介護現場の課題

睡眠導入剤の種類や量の適性や、利用者への影響がわからない。

介護現場の課題

2. 睡眠の質のデータを、ケアの質向上に活用



心  拍

呼  吸 睡  眠

Sensing Wave は、利用者のバイタルデータを自動で数値化する介護ロボットです。
ベッドのマットレス下に敷いて使用するので、利用者のわずらわしさもなくスムーズに計測できます。
※医療機器ではありません


